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お問い合わせは弊社営業部　セールスサポートグループへ

フリーダイヤル  0120－048－214（営業日の9:00～17:00）

［ホームページ］

https://www.okasan-am.jp
※アクセスにかかる通信料はお客様のご負担となります。

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式

信 託 期 間 2014年４月21日から2024年４月５日までです。

運 用 方 針

米ドル投資型

日本優良成長株マザーファンド
（以下、「マザーファンド」と
いいます。）を通じて、主とし
て、わが国の金融商品取引所上
場（上場予定を含みます。）株
式のうち、収益性に優れ、成長
の持続が期待される企業の株式
に投資を行い、投資信託財産の
成長を目指して運用を行いま
す。
円建て資産について、原則とし
て円売り米ドル買いの外国為替
予約取引等を行い、米ドルへの
投資効果を享受することを目指
します。

円 投 資 型

マザーファンドへの投資を通じ
て、主として、わが国の金融商
品取引所上場（上場予定を含み
ます。）株式のうち、収益性に
優れ、成長の持続が期待される
企業の株式に投資を行い、投資
信託財産の成長を目指して運用
を行います。
外国為替予約取引等は行いませ
ん。

主 要 投 資
対 象

両ファンド共通
マザーファンドの受益証券を主
要投資対象とします。

日本優良成長株
マザーファンド

わが国の金融商品取引所上場
（上場予定を含みます。）株式
を主要投資対象とします。

投 資 制 限

米ドル投資型

マザーファンドの受益証券への
投資割合には制限を設けませ
ん。
外貨建資産への実質投資割合に
は制限を設けません。

円 投 資 型

マザーファンドの受益証券への
投資割合には制限を設けませ
ん。
外貨建資産への投資は行いませ
ん。

日本優良成長株
マザーファンド

株式（新株引受権証券および新
株予約権証券を含みます。）へ
の投資割合には制限を設けませ
ん。
外貨建資産への投資は行いませ
ん。

分 配 方 針

毎年４月６日および10月６日（それぞれ休業日
の場合は翌営業日）に決算を行い、原則とし
て、以下の方針に基づき、収益分配を行いま
す。
分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経費控
除後の配当等収益と売買益（評価益を含みま
す。）等の全額とします。
繰越分を含めた経費控除後の配当等収益には、
マザーファンドの配当等収益のうち、投資信託
財産に帰属すべき配当等収益を含むものとしま
す。
分配金額は、委託会社が分配可能額、基準価額
水準等を勘案のうえ決定します。分配可能額が
少額の場合や基準価額水準によっては、収益分
配を行わないことがあります。

第16期

運用報告書(全体版)

日本優良成長株オープン
（米ドル投資型）／（円投資型）
（愛称　スマートジャパン）

【2022年４月６日決算】

受益者の皆様へ

　平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

　皆様の「日本優良成長株オープン（米ドル投資

型）／（円投資型）（愛称　スマートジャパン）」

は、2022年４月６日に第16期決算を迎えましたの

で、期中の運用状況ならびに決算のご報告を申し上

げます。

　今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申

し上げます。
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1－　　－

日本優良成長株オープン（米ドル投資型）（愛称　スマートジャパン）

【米ドル投資型】

○最近５期の運用実績

決 算 期

基 準 価 額 合 成 指 数
株式組入
比 率

株式先物
比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

(参考指数) 期 中
騰 落 率

円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
12期（2020年４月６日） 8,328 0 △ 8.8 149,961.65 △10.7 93.0 － 3,162

13期（2020年10月６日） 10,419 300 28.7 173,889.95 16.0 92.0 － 3,172

14期（2021年４月６日） 11,542 1,500 25.2 215,544.16 24.0 91.0 － 3,057

15期（2021年10月６日） 11,145 1,000 5.2 216,775.41 0.6 85.7 － 2,849

16期（2022年４月６日） 10,786 700 3.1 238,248.55 9.9 89.5 － 2,731

（注）基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込み。

（注）合成指数は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。合成指数は、東証株価指数（TOPIX）と米ドル（対円）を合

成したものです。

（注）当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質比率を記載しております。

（注）株式先物比率＝買建比率－売建比率。

○当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 合 成 指 数 株 式 組 入

比 率
株 式 先 物
比 率騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率

（期　首） 円 ％ ポイント ％ ％ ％
2021年10月６日 11,145 － 216,775.41 － 85.7 －

10月末 11,673 4.7 227,474.13 4.9 96.0 －

11月末 11,119 △0.2 219,388.38 1.2 95.4 －

12月末 11,592 4.0 229,157.80 5.7 93.9 －

2022年１月末 11,016 △1.2 218,866.16 1.0 94.1 －

２月末 10,702 △4.0 218,034.76 0.6 89.6 －

３月末 11,439 2.6 238,219.90 9.9 89.6 －

（期　末）
2022年４月６日 11,486 3.1 238,248.55 9.9 89.5 －

（注）期末基準価額は１万口当たり分配金（税引前）込み、騰落率は期首比。
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日本優良成長株オープン（円投資型）（愛称　スマートジャパン）

【円投資型】

○最近５期の運用実績

決 算 期

基 準 価 額 東証株価指数（TOPIX）
株式組入
比 率

株式先物
比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

(参考指数) 期 中
騰 落 率

円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
12期（2020年４月６日） 8,138 0 △11.4 1,376.30 △12.5 95.4 － 390

13期（2020年10月６日） 10,494 300 32.6 1,645.75 19.6 91.2 － 454

14期（2021年４月６日） 11,396 1,200 20.0 1,954.34 18.8 93.4 － 430

15期（2021年10月６日） 10,960 900 4.1 1,941.91 △ 0.6 83.8 － 424

16期（2022年４月６日） 10,125 100 △ 6.7 1,922.91 △ 1.0 91.9 － 399

（注）基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込み。

（注）東証株価指数（TOPIX）は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。

（注）当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質比率を記載しております。

（注）株式先物比率＝買建比率－売建比率。

○当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 （T O P I X） 株 式 組 入

比 率
株 式 先 物
比 率騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率

（期　首） 円 ％ ポイント ％ ％ ％
2021年10月６日 10,960 － 1,941.91 － 83.8 －

10月末 11,282 2.9 2,001.18 3.1 96.6 －

11月末 10,731 △2.1 1,928.35 △0.7 95.0 －

12月末 11,063 0.9 1,992.33 2.6 95.9 －

2022年１月末 10,479 △4.4 1,895.93 △2.4 95.3 －

２月末 10,171 △7.2 1,886.93 △2.8 91.5 －

３月末 10,301 △6.0 1,946.40 0.2 92.0 －

（期　末）
2022年４月６日 10,225 △6.7 1,922.91 △1.0 91.9 －

（注）期末基準価額は１万口当たり分配金（税引前）込み、騰落率は期首比。
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日本優良成長株オープン（米ドル投資型）（愛称　スマートジャパン）

【米ドル投資型】

期　首：11,145円
期　末：10,786円（既払分配金（税引前）：700円）
騰落率：   3.1％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンス
を示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。
したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）参考指数は、合成指数です。
（注）分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2021年10月６日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。

運用経過

期中の基準価額等の推移 （2021年10月７日～2022年４月６日）
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日本優良成長株オープン（円投資型）（愛称　スマートジャパン）

【円投資型】

期　首：10,960円
期　末：10,125円（既払分配金（税引前）：100円）
騰落率： △6.7％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンス
を示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。
したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）参考指数は、東証株価指数（TOPIX）です。
（注）分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2021年10月６日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
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日本優良成長株オープン（米ドル投資型）／（円投資型）（愛称　スマートジャパン）

○基準価額の主な変動要因
　主要投資対象である「日本優良成長株マザーファンド（以下、マザーファンド）」における主なプラ
ス要因およびマイナス要因は以下の通りです。

（主なプラス要因）
・業種配分では、サービス業、その他金融業、卸売業などが基準価額にプラスに寄与しました。
・個別銘柄では、ヤーマンやミスミグループ本社などが基準価額にプラスに寄与しました。

（主なマイナス要因）
・業種配分では、機械、化学、輸送用機器などが基準価額にマイナスに影響しました。
・個別銘柄では、フリューや住友ベークライトなどが基準価額にマイナスに影響しました。

　米ドル投資型では円売り米ドル買いの外国為替予約取引を行っていることから、期中に米ドルが対円
で上昇したことが基準価額にプラスに影響しました。

　国内株式市場は、一進一退の方向感に乏しい展開が続きました。国内の新政権による政策期待、ワク
チン接種率の上昇や治療薬開発の進展などが相場を支える材料となった一方、世界的なサプライチェー
ン（供給網）の混乱、資源価格上昇によるインフレ懸念、新型コロナウイルスの新たな変異株の感染拡
大などが市場心理を悪化させる要因となりました。特に、2022年に入ってからは、米連邦準備制度理事
会（ＦＲＢ）が金融政策の正常化への姿勢を強めたこと、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻の本格
化で地政学リスクが高まったことなどから、上値の重い展開が続きました。

　株式への投資はマザーファンドを通じて行いました。マザーファンドの運用につきましては、収益性
に優れ、成長の持続が期待される企業のうち、自己資本利益率（ＲＯＥ）や売上高営業利益率などの収
益性を示す財務指標等に着目し、銘柄を選別してまいりました。
　当期は、コロナからの経済活動の正常化により入園者数の回復が期待されるオリエンタルランドや、
海外において美容関連製品の販売拡大が続いているヤーマンなどを新規に組み入れました。一方、収益
化の遅れが見られた三菱ケミカルホールディングスや、当面の成長期待を株価が織り込んだと判断した
ミスミグループ本社の売却を行いました。
　なお、米ドル投資型については、円売り米ドル買いの外国為替予約取引の額が純資産総額比で高位と
なるよう調整しました。

投資環境 （2021年10月７日～2022年４月６日）

当ファンドのポートフォリオ （2021年10月７日～2022年４月６日）
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6－　　－

日本優良成長株オープン（米ドル投資型）／（円投資型）（愛称　スマートジャパン）

【米ドル投資型】
　当ファンドは特定のベンチマークを設けており
ませんが、分配金も考慮した米ドル投資型の基準
価額の騰落率は、参考指数としている東証株価指
数（TOPIX）と米ドル（対円）の合成指数の騰落
率を6.8％下回りました。詳細につきましては前掲
の「基準価額の主な変動要因」をご参照ください。

（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。
（注）参考指数は、合成指数です。
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当ファンドのベンチマークとの差異 （2021年10月７日～2022年４月６日）

【円投資型】
　当ファンドは特定のベンチマークを設けており
ませんが、分配金も考慮した円投資型の基準価額
の騰落率は、参考指数としている東証株価指数
（TOPIX）の騰落率を5.7％下回りました。詳細
につきましては前掲の「基準価額の主な変動要
因」をご参照ください。

（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。
（注）参考指数は、東証株価指数（TOPIX）です。
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7－　　－

日本優良成長株オープン（米ドル投資型）／（円投資型）（愛称　スマートジャパン）

　当ファンドは毎年４月６日および10月６日（それぞれ休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、繰越
分を含めた経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額を分配対象収益とします。
分配金額は、分配可能額、基準価額水準等を勘案のうえ決定します。
　当期の分配につきましては、米ドル投資型は１万口当たり700円（税引前）、円投資型は１万口当たり
100円（税引前）とさせていただきました。なお、収益分配に充てなかった留保益につきましては、運用
の基本方針と同一の運用を行ってまいります。

【米ドル投資型】
（単位：円、１万口当たり・税引前）

項 目
第16期

2021年10月７日～
2022年４月６日

当期分配金 700
(対基準価額比率) 6.094％
当期の収益 333
当期の収益以外 366

翌期繰越分配対象額 785
（注）対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

【円投資型】
（単位：円、１万口当たり・税引前）

項 目
第16期

2021年10月７日～
2022年４月６日

当期分配金 100
(対基準価額比率) 0.978％
当期の収益 21
当期の収益以外 78

翌期繰越分配対象額 630
（注）対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

分配金 （2021年10月７日～2022年４月６日）
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日本優良成長株オープン（米ドル投資型）／（円投資型）（愛称　スマートジャパン）

　今後の国内株式市場は上値の重い展開が続くと想定しています。ロシアのウクライナ侵攻による地政
学リスクの高まりは長期化することが予想され、今後は資源価格の上昇による実体経済の悪影響が顕在
化することが想定されることから、世界景気に対する不透明感が強い状況が続くと考えています。
　株式への投資はマザーファンドを通じて行ってまいります。マザーファンドの運用につきましては、
収益性に優れ、成長の持続が期待される企業のうち、ＲＯＥや売上高営業利益率などの収益性を示す財
務指標に着目し、銘柄を選別してまいります。今後の運用につきましては、海外の景況感悪化への懸念
が強い状況が続くと想定していることから、海外の景気変動の影響を相対的に受けやすい外需株から、
受けにくい内需株への入れ替えを進める方針です。
　米ドル投資型については、円建て資産について、原則として円売り米ドル買いの外国為替予約取引等
を行い、米ドルへの投資効果を享受することを目指します。

※文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。

今後の運用方針
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日本優良成長株オープン（米ドル投資型）（愛称　スマートジャパン）

【米ドル投資型】

○１万口当たりの費用明細� （2021年10月７日～2022年４月６日）

項 目
当 期

項 目 の 概 要
金 額 比 率

円 ％

(a) 信 託 報 酬 95 0.845 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

（投 信 会 社） ( 46) (0.411) 委託した資金の運用の対価

（販 売 会 社） ( 46) (0.411) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後

の情報提供等の対価

（受 託 会 社） (  2) (0.022) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

(b) 売 買 委 託 手 数 料 22 0.193 (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式） ( 22) (0.193)

(c) そ の 他 費 用 1 0.006 (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） (  1) (0.005) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） (  0) (0.000) その他は、金銭信託支払手数料

合 計 118 1.044

期中の平均基準価額は、11,256円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。

（注）各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注）売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。
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日本優良成長株オープン（米ドル投資型）（愛称　スマートジャパン）

（参考情報）
○総経費率
　期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.69％です。

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当ファンド
1.69％

運用管理費用
（投信会社）
0.82％運用管理費用

（販売会社）
0.82％

総経費率
1.69％

当ファンド
1.69％

運用管理費用
（投信会社）
0.82％運用管理費用

（販売会社）
0.82％

運用管理費用
（受託会社）
0.04％

その他費用
0.01％
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日本優良成長株オープン（米ドル投資型）（愛称　スマートジャパン）

○売買及び取引の状況� （2021年10月７日～2022年４月６日）

○売買及び取引の状況とは、ファンドが購入・売却した有価証券の数量および金額です。

親投資信託受益証券の設定、解約状況

銘 柄
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
日本優良成長株マザーファンド 229,709 526,093 175,557 390,308

（注）単位未満は切捨て。

○株式売買比率� （2021年10月７日～2022年４月６日）

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合

項 目
当 期

日本優良成長株マザーファンド

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 5,918,877千円

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 3,107,536千円

(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 1.90

（注）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。

○利害関係人との取引状況等� （2021年10月７日～2022年４月６日）

利害関係人との取引状況

＜日本優良成長株オープン（米ドル投資型）（愛称　スマートジャパン）＞

　該当事項はございません。

＜日本優良成長株マザーファンド＞

区 分
買付額等

Ａ
売付額等

Ｃ
うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 3,082 180 5.8 2,836 235 8.3

平均保有割合87.0％

※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。
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日本優良成長株オープン（米ドル投資型）（愛称　スマートジャパン）

○組入資産の明細� （2022年４月６日現在）

親投資信託残高

銘 柄
期 首(前期末) 当 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
日 本 優 良 成 長 株 マ ザ ー フ ァ ン ド 1,125,433 1,179,586 2,564,066

（注）口数・評価額の単位未満は切捨て。

売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額(A) 5,606千円

う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額(B) 385千円

(B)／(A) 6.9％

（注）売買委託手数料総額は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは岡三証

券です。

○投資信託財産の構成� （2022年４月６日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
日 本 優 良 成 長 株 マ ザ ー フ ァ ン ド 2,564,066 87.4

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 371,159 12.6

投 資 信 託 財 産 総 額 2,935,225 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨て。
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日本優良成長株オープン（米ドル投資型）（愛称　スマートジャパン）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況�（2022年４月６日現在）

項 目 当 期 末

円

(A) 資産 5,503,565,177

コール・ローン等 368,722,950

日本優良成長株マザーファンド(評価額) 2,564,066,227

未収入金 2,570,776,000

(B) 負債 2,772,434,701

未払金 2,570,420,036

未払収益分配金 177,252,499

未払解約金 38

未払信託報酬 24,601,352

未払利息 29

その他未払費用 160,747

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,731,130,476

元本 2,532,178,560

次期繰越損益金 198,951,916

(D) 受益権総口数 2,532,178,560口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,786円

（注）計算期間末における１口当たりの純資産額は、1.0786円です。

（注）当ファンドの期首元本額は2,556,387,763円、期中追加設定

元本額は231,024,893円、期中一部解約元本額は255,234,096

円です。

○損益の状況� （2021年10月７日～2022年４月６日）

項 目 当 期

円
(A) 配当等収益 △      7,094

受取利息 464

支払利息 △      7,558

(B) 有価証券売買損益 109,107,391

売買益 335,457,188

売買損 △226,349,797

(C) 信託報酬等 △ 24,764,241

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 84,336,056

(E) 前期繰越損益金 136,282,536

(F) 追加信託差損益金 155,585,823

(配当等相当額) (　 93,464,661)

(売買損益相当額) (　 62,121,162)

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 376,204,415

(H) 収益分配金 △177,252,499

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 198,951,916

追加信託差損益金 155,585,823

(配当等相当額) (　 93,812,389)

(売買損益相当額) (　 61,773,434)

分配準備積立金 43,366,093

（注）損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換え

によるものを含みます。

（注）損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。

（注）損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額

分をいいます。

（注）収益分配金

決算期 第16期

(a) 配当等収益(費用控除後) 23,659,561円

(b) 有価証券等損益額(費用控除後、繰越欠損金補填後) 60,676,495円

(c) 信託約款に規定する収益調整金 155,585,823円

(d) 信託約款に規定する分配準備積立金 136,282,536円

分配対象収益(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 376,204,415円

分配対象収益(１万口当たり) 1,485円

分配金額 177,252,499円

分配金額(１万口当たり) 700円

＜お知らせ＞
　該当事項はございません。

○分配金のお知らせ

１万口当たり分配金（税引前） 700円

支払開始日 2022年４月12日（火）までの間に支払いを開始します。

お支払場所 取得申込みを取扱った販売会社の本支店
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日本優良成長株オープン（米ドル投資型）／（円投資型）（愛称　スマートジャパン）

用語解説

○資産、負債、元本及び基準価額の状況は、期末における資産、負債、元本及び基準価額の計算過程を表し
ています。主な項目の説明は次の通りです。

項目 説明

資産 ファンドが保有する財産の合計です。

コール・ローン等 金融機関向けの安全性の高い短期貸付運用などの残高です。

各種有価証券等(評価額) 組入れた株式・債券・ファンドなどの評価金額です。

未収入金 入金が予定されている有価証券の売却代金などです。

未収配当金 入金が予定されている株式の配当金等です。

未収利息 入金が予定されているコール・ローン等の利息や債券の利息の合計です。

負債 支払いが予定されている金額の合計です。

未払収益分配金 期末時点で支払いが予定されている収益分配金です。

未払解約金 支払いが予定されている解約金です。

未払信託報酬 支払いが予定されている信託報酬の額です。

その他未払費用 支払いが予定されている監査費用、その他の費用です。

純資産総額(資産－負債) ファンドが保有する財産の合計から支払いが予定されている金額の合計を差し引いたものです。

元本 ファンド全体の元本残高です。

次期繰越損益金 純資産総額と元本の差額（翌期に繰り越す損益金の合計額）です。

受益権総口数 受益者が保有する受益権口数の合計です。

１(万)口当たり基準価額 １(万)口当たりのファンドの時価です。

用語解説

○損益の状況は、期中にファンドがどのような収益や損失を計上したかを表しています。主な項目の説明は
次の通りです。

項目 説明

配当等収益 ファンドが受取った配当金・利息等の合計です。

受取配当金 保有する株式等の配当金等です。

受取利息 債券、コール・ローン等の利息等です。

有価証券売買損益 有価証券の売買損益と期末の評価損益の合計額です。

売買益 売買益と期末評価益の合計です。

売買損 売買損と期末評価損の合計です。

信託報酬等 信託報酬のほか保管費用、監査費用、その他の費用と、それらに掛かる消費税等相当額です。

当期損益金 当期における収支合計です。

前期繰越損益金 前期分の分配準備積立金と繰越損益金の合計額から当期中の解約に対する持分を控除した金額です。

追加信託差損益金 受益者がファンドに払い込んだ金額と元本との差額です。

(配当等相当額) 配当等に相当する額です。

(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。

計 収益分配前の期中の収支の総合計です。

収益分配金 期中の分配可能額から受益者に支払われる分配金です。

次期繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の合計です。

追加信託差損益金 翌期に繰り越す追加信託差損益金です。

(配当等相当額) 配当等に相当する額です。

(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。

分配準備積立金 翌期に繰り越す分配準備積立金の額です。

繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の額です。
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日本優良成長株オープン（円投資型）（愛称　スマートジャパン）

【円投資型】

○１万口当たりの費用明細� （2021年10月７日～2022年４月６日）

項 目
当 期

項 目 の 概 要
金 額 比 率

円 ％

(a) 信 託 報 酬 90 0.845 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

（投 信 会 社） ( 44) (0.411) 委託した資金の運用の対価

（販 売 会 社） ( 44) (0.411) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後

の情報提供等の対価

（受 託 会 社） (  2) (0.022) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

(b) 売 買 委 託 手 数 料 21 0.195 (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式） ( 21) (0.195)

(c) そ の 他 費 用 1 0.006 (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） (  1) (0.005) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） (  0) (0.000) その他は、金銭信託支払手数料

合 計 112 1.046

期中の平均基準価額は、10,671円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。

（注）各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注）売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。
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日本優良成長株オープン（円投資型）（愛称　スマートジャパン）

（参考情報）
○総経費率
　期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.69％です。

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当ファンド
1.69％

運用管理費用
（投信会社）
0.82％運用管理費用

（販売会社）
0.82％

総経費率
1.69％

当ファンド
1.69％

運用管理費用
（投信会社）
0.82％運用管理費用

（販売会社）
0.82％

運用管理費用
（受託会社）
0.04％

その他費用
0.01％
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日本優良成長株オープン（円投資型）（愛称　スマートジャパン）

○売買及び取引の状況� （2021年10月７日～2022年４月６日）

○売買及び取引の状況とは、ファンドが購入・売却した有価証券の数量および金額です。

親投資信託受益証券の設定、解約状況

銘 柄
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
日本優良成長株マザーファンド 43,740 102,864 30,700 70,339

（注）単位未満は切捨て。

○株式売買比率� （2021年10月７日～2022年４月６日）

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合

項 目
当 期

日本優良成長株マザーファンド

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 5,918,877千円

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 3,107,536千円

(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 1.90

（注）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。

○利害関係人との取引状況等� （2021年10月７日～2022年４月６日）

利害関係人との取引状況

＜日本優良成長株オープン（円投資型）（愛称　スマートジャパン）＞

　該当事項はございません。

＜日本優良成長株マザーファンド＞

区 分
買付額等

Ａ
売付額等

Ｃ
うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 3,082 180 5.8 2,836 235 8.3

平均保有割合13.0％

※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。
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日本優良成長株オープン（円投資型）（愛称　スマートジャパン）

○組入資産の明細� （2022年４月６日現在）

親投資信託残高

銘 柄
期 首(前期末) 当 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
日 本 優 良 成 長 株 マ ザ ー フ ァ ン ド 164,097 177,137 385,044

（注）口数・評価額の単位未満は切捨て。

売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額(A) 837千円

う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額(B) 58千円

(B)／(A) 6.9％

（注）売買委託手数料総額は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは岡三証

券です。

○投資信託財産の構成� （2022年４月６日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
日 本 優 良 成 長 株 マ ザ ー フ ァ ン ド 385,044 94.1

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 24,034 5.9

投 資 信 託 財 産 総 額 409,078 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨て。
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日本優良成長株オープン（円投資型）（愛称　スマートジャパン）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況�（2022年４月６日現在）

項 目 当 期 末

円

(A) 資産 409,078,655

コール・ローン等 24,034,580

日本優良成長株マザーファンド(評価額) 385,044,075

(B) 負債 9,681,322

未払収益分配金 3,944,528

未払解約金 2,072,466

未払信託報酬 3,640,665

未払利息 1

その他未払費用 23,662

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 399,397,333

元本 394,452,895

次期繰越損益金 4,944,438

(D) 受益権総口数 394,452,895口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,125円

（注）計算期間末における１口当たりの純資産額は、1.0125円です。

（注）当ファンドの期首元本額は387,645,905円、期中追加設定元

本額は65,433,503円、期中一部解約元本額は58,626,513円で

す。

○損益の状況� （2021年10月７日～2022年４月６日）

項 目 当 期

円
(A) 配当等収益 △       596

受取利息 26

支払利息 △       622

(B) 有価証券売買損益 △26,332,650

売買益 1,664,380

売買損 △27,997,030

(C) 信託報酬等 △ 3,664,524

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △29,997,770

(E) 前期繰越損益金 7,348,364

(F) 追加信託差損益金 31,538,372

(配当等相当額) (　20,593,278)

(売買損益相当額) (　10,945,094)

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 8,888,966

(H) 収益分配金 △ 3,944,528

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 4,944,438

追加信託差損益金 31,538,372

(配当等相当額) (　20,619,868)

(売買損益相当額) (　10,918,504)

分配準備積立金 4,245,308

繰越損益金 △30,839,242

（注）損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換え

によるものを含みます。

（注）損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。

（注）損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額

分をいいます。

（注）収益分配金

決算期 第16期

(a) 配当等収益(費用控除後) 841,472円

(b) 有価証券等損益額(費用控除後、繰越欠損金補填後) 0円

(c) 信託約款に規定する収益調整金 20,619,868円

(d) 信託約款に規定する分配準備積立金 7,348,364円

分配対象収益(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 28,809,704円

分配対象収益(１万口当たり) 730円

分配金額 3,944,528円

分配金額(１万口当たり) 100円

＜お知らせ＞
　該当事項はございません。

○分配金のお知らせ

１万口当たり分配金（税引前） 100円

支払開始日 2022年４月12日（火）までの間に支払いを開始します。

お支払場所 取得申込みを取扱った販売会社の本支店
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日本優良成長株マザーファンド

○最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 東証株価指数（TOPIX）

株 式 組 入
比 率

株 式 先 物
比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率
(参考指数) 期 中

騰 落 率

円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
４期（2018年４月６日） 16,843 28.7 1,719.30 16.2 96.9 － 6,476

５期（2019年４月８日） 15,595 △ 7.4 1,620.14 △ 5.8 97.2 － 5,987

６期（2020年４月６日） 13,533 △13.2 1,376.30 △15.1 96.1 － 3,448

７期（2021年４月６日） 22,034 62.8 1,954.34 42.0 98.0 － 3,248

８期（2022年４月６日） 21,737 △ 1.3 1,922.91 △ 1.6 95.3 － 2,949

（注）基準価額は１万口当たり。

（注）東証株価指数（TOPIX）は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。

（注）株式先物比率＝買建比率－売建比率。

○当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 （T O P I X） 株 式 組 入

比 率
株 式 先 物
比 率騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率

（期　首） 円 ％ ポイント ％ ％ ％
2021年４月６日 22,034 － 1,954.34 － 98.0 －

４月末 21,475 △2.5 1,898.24 △2.9 97.7 －

５月末 21,781 △1.1 1,922.98 △1.6 96.9 －

６月末 22,123 0.4 1,943.57 △0.6 94.7 －

７月末 21,619 △1.9 1,901.08 △2.7 95.2 －

８月末 22,841 3.7 1,960.70 0.3 94.4 －

９月末 24,045 9.1 2,030.16 3.9 95.7 －

10月末 23,828 8.1 2,001.18 2.4 97.6 －

11月末 22,695 3.0 1,928.35 △1.3 96.3 －

12月末 23,444 6.4 1,992.33 1.9 96.4 －

2022年１月末 22,216 0.8 1,895.93 △3.0 96.0 －

２月末 21,587 △2.0 1,886.93 △3.4 92.1 －

３月末 21,897 △0.6 1,946.40 △0.4 92.7 －

（期　末）
2022年４月６日 21,737 △1.3 1,922.91 △1.6 95.3 －

（注）騰落率は期首比。

日本優良成長株マザーファンド

第８期　運用状況のご報告

決算日：2022年４月６日

当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針
主として、わが国の金融商品取引所上場（上場予定を含みます。）株式のうち、収益性に優れ、成長の持
続が期待される企業の株式に投資を行い、投資信託財産の成長を目指して運用を行います。

主 要 投 資 対 象 わが国の金融商品取引所上場（上場予定を含みます。）株式を主要投資対象とします。

投 資 制 限
株式（新株引受権証券および新株予約権証券を含みます。）への投資割合には制限を設けません。外貨建
資産への投資は行いません。
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日本優良成長株マザーファンド
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（注）参考指数は、東証株価指数（TOPIX）です。
（注）参考指数は、期首（2021年４月６日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

○基準価額の主な変動要因
　当ファンドにおける主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。

（主なプラス要因）
・業種配分では、サービス業、卸売業、その他金融業などが基準価額にプラスに寄与しました。
・個別銘柄では、ミスミグループ本社、オリックス、双日などが基準価額にプラスに寄与しました。

（主なマイナス要因）
・業種配分では、機械、小売業、ガラス・土石製品などが基準価額にマイナスに影響しました。
・個別銘柄では、ソフトバンクグループ、ＡＧＣ、三菱瓦斯化学などが基準価額にマイナスに影響しま
した。

運用経過

期中の基準価額等の推移 （2021年４月７日～2022年４月６日）

（円）

18,000
19,000

20,000

21,000

22,000

23,000

24,000

25,000

26,000

2021/４/６ 2021/７ 2021/10 2022/１ 2022/４/６

基準価額 東証株価指数（TOPIX）
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　国内株式市場は、概ね一進一退の値動きとなりました。期を通じて新型コロナウイルスの感染動向が
懸念材料となりましたが、ワクチン接種や治療薬の開発が進んだことや、積極的な金融・財政政策の効
果によって個人消費が支えられ、景気や企業業績が回復基調で推移したことが、株価を支える要因に
なったと考えられます。一方で、後半にかけては、インフレ圧力の高まりを受けて米連邦準備制度理事
会（ＦＲＢ）が金融政策の正常化への姿勢を強めたこと、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻で地政
学リスクが高まったことなどから、株式市場は軟調に推移する局面もありました。

　当ファンドの運用につきましては、収益性に優れ、成長の持続が期待される企業のうち、自己資本利
益率（ＲＯＥ）や売上高営業利益率などの収益性を示す財務指標等に着目し、銘柄を選別してまいりま
した。
　当期は、石炭市況の上昇から業績寄与が期待される三菱商事や、コロナからの経済活動の正常化によ
り運輸収入の回復が期待される京阪ホールディングスなどの買い付けを行いました。一方、収益化の遅
れが見られた三菱ケミカルホールディングスや、当面の成長期待を株価が織り込んだと判断した信越化
学工業の売却を行いました。

　当ファンドは特定のベンチマークを設けておりませんが、基準価額の騰落率は、参考指数としている
東証株価指数（TOPIX）の騰落率を0.3％上回りました。詳細につきましては前掲の「基準価額の主な
変動要因」をご参照ください。

　今後の国内株式市場は上値の重い展開が続くと想定しています。ロシアのウクライナ侵攻による地政
学リスクの高まりは長期化することが予想され、今後は資源価格の上昇による実体経済の悪影響が顕在
化することが想定されることから、世界景気に対する不透明感が強い状況が続くと考えています。
　当ファンドの運用につきましては、収益性に優れ、成長の持続が期待される企業のうち、ＲＯＥや売
上高営業利益率などの収益性を示す財務指標に着目し、銘柄を選別してまいります。今後の運用につき
ましては、海外の景況感悪化への懸念が強い状況が続くと想定していることから、海外の景気変動の影
響を相対的に受けやすい外需株から、受けにくい内需株への入れ替えを進める方針です。

※文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。

投資環境 （2021年４月７日～2022年４月６日）

当ファンドのポートフォリオ （2021年４月７日～2022年４月６日）

当ファンドのベンチマークとの差異 （2021年４月７日～2022年４月６日）

今後の運用方針
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○１万口当たりの費用明細� （2021年４月７日～2022年４月６日）

項 目
当 期

項 目 の 概 要
金 額 比 率

円 ％

(a) 売 買 委 託 手 数 料 82 0.366 (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式） (82) (0.366)

(b) そ の 他 費 用 0 0.000 (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（そ の 他） ( 0) (0.000) その他は、金銭信託支払手数料

合 計 82 0.366

期中の平均基準価額は、22,462円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。

（注）各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。

○売買及び取引の状況� （2021年４月７日～2022年４月６日）

株式

買 付 売 付

株 数 金 額 株 数 金 額

国

内

千株 千円 千株 千円

上場 2,218 4,664,224 1,831 4,931,814
(△  237) (       －)

（注）金額は受渡代金。

（注）単位未満は切捨て。

（注）（　）内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

○株式売買比率� （2021年４月７日～2022年４月６日）

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合

項 目 当 期

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 9,596,039千円

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 3,159,830千円

(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 3.03

（注）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。
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○利害関係人との取引状況等� （2021年４月７日～2022年４月６日）

利害関係人との取引状況

区 分
買付額等

Ａ
売付額等

Ｃ
うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 4,664 330 7.1 4,931 489 9.9

売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額(A) 12,105千円

う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額(B) 1,110千円

(B)／(A) 9.2％

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは岡三証

券です。

○組入資産の明細� （2022年４月６日現在）

国内株式

銘 柄
期首(前期末) 当 期 末

株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
建設業（1.2％）

ショーボンドホールディングス 4 － －

大和ハウス工業 － 10.5 32,676

食料品（3.6％）

Ｓ　Ｆｏｏｄｓ － 14 46,270

サントリー食品インターナショナル － 12 55,980

化学（5.4％）

信越化学工業 6.5 － －

三菱瓦斯化学 28 30 56,760

三菱ケミカルホールディングス 125 － －

住友ベークライト － 10 46,500

扶桑化学工業 19.3 － －

デクセリアルズ 19 － －

ユニ・チャーム 15.1 11.1 48,507

医薬品（2.5％）

第一三共 31 26 71,578

ペプチドリーム 11 － －

金属製品（1.7％）

トーカロ 12 － －

三和ホールディングス － 40 46,920

銘 柄
期首(前期末) 当 期 末

株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
機械（8.3％）

芝浦機械 － 13 42,835

フリュー － 42 45,402

住友重機械工業 － 20 53,840

ローツェ 6 － －

ダイキン工業 3.3 2 42,530

ＣＫＤ 10 27 49,626

電気機器（15.8％）

イビデン 8 － －

富士電機 12 7 40,950

ダイヘン － 13 51,415

ヤーマン 14 60 77,160

ＩＤＥＣ － 15 36,945

富士通 3.6 － －

ワコム 30 － －

アンリツ 18.2 － －

ソニーグループ 7 6.5 80,827

堀場製作所 10 － －

アドバンテスト 8.2 － －

キーエンス 1.9 0.8 46,704
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銘 柄
期首(前期末) 当 期 末

株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
村田製作所 8 5 39,060

小糸製作所 4.5 － －

東京エレクトロン － 1.2 70,044

輸送用機器（1.1％）

デンソー 9 － －

トヨタ自動車 8 14 30,660

精密機器（5.3％）

インターアクション 27 － －

オリンパス 27 29 70,049

ＨＯＹＡ 6 3.4 48,365

朝日インテック 15 － －

メニコン － 10 29,820

その他製品（1.5％）

タカラトミー － 35 42,665

陸運業（6.1％）

東海旅客鉄道 － 3.8 60,819

京阪ホールディングス － 24 71,328

日本通運 7.5 － －

センコーグループホールディングス － 45 39,330

日立物流 7 － －

海運業（－％）

商船三井 12 － －

情報・通信業（9.1％）

デジタルアーツ 4.8 － －

メディアドゥ 2.1 － －

マネーフォワード － 9 52,200

プラスアルファ・コンサルティング － 16 43,888

野村総合研究所 19.8 13 53,625

ＪＭＤＣ － 8 58,560

フューチャー － 27 47,844

ＳＣＳＫ 10 － －

ソフトバンクグループ 12.1 － －

卸売業（6.8％）

双日 － 39 75,777

シップヘルスケアホールディングス － 16 32,896

伊藤忠商事 21 － －

三菱商事 － 19 83,619

岩谷産業 5 － －

ミスミグループ本社 15 － －

小売業（5.6％）

ＤＣＭホールディングス － 31 32,891

ＭｏｎｏｔａＲＯ － 30 80,010

良品計画 21 － －

ファーストリテイリング 1.3 0.7 43,589

銘 柄
期首(前期末) 当 期 末

株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
銀行業（1.9％）

三井住友フィナンシャルグループ － 14 54,110

証券、商品先物取引業（1.7％）

ＳＢＩホールディングス 28.7 16.3 49,063

保険業（2.8％）

東京海上ホールディングス 13.6 11.6 77,894

その他金融業（4.5％）

全国保証 9.3 9.3 44,314

オリックス 44.9 34.9 82,486

サービス業（15.1％）

日本Ｍ＆Ａセンターホールディングス － 30 55,770

カカクコム － 14 39,102

エムスリー － 14 66,262

手間いらず 4 － －

オリエンタルランド 5.5 4.5 104,355

メドピア － 11 44,990

リクルートホールディングス 20 10 55,990

プロジェクトカンパニー － 13 57,005

合 計
株 数 ・ 金 額 772 921 2,811,806

銘 柄 数<比 率> 51 52 <95.3％>

（注）銘柄欄の（　）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の

比率。

（注）合計欄の<　>内は、純資産総額に対する評価額の比率。

（注）評価額の単位未満は切捨て。
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○投資信託財産の構成� （2022年４月６日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
株 式 2,811,806 95.3

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 137,255 4.7

投 資 信 託 財 産 総 額 2,949,061 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨て。

○資産、負債、元本及び基準価額の状況�（2022年４月６日現在）

項 目 当 期 末

円

(A) 資産 2,949,061,658

コール・ローン等 108,537,058

株式(評価額) 2,811,806,650

未収配当金 28,717,950

(B) 負債 4,586

未払利息 8

その他未払費用 4,578

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,949,057,072

元本 1,356,723,698

次期繰越損益金 1,592,333,374

(D) 受益権総口数 1,356,723,698口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 21,737円

（注）計算期間末における１口当たりの純資産額は、2.1737円です。

（注）当ファンドの期首元本額は1,474,102,642円、期中追加設定元

本額は412,997,323円、期中一部解約元本額は530,376,267円

です。

（注）当親ファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額は、

以下の通りです。

日本優良成長株オープン（米ドル投資型）

1,179,586,064円

日本優良成長株オープン（円投資型）

177,137,634円

○損益の状況� （2021年４月７日～2022年４月６日）

項 目 当 期

円

(A) 配当等収益 63,797,443

受取配当金 63,831,800

受取利息 930

その他収益金 1,953

支払利息 △       37,240

(B) 有価証券売買損益 △  105,040,809

売買益 375,447,582

売買損 △  480,488,391

(C) その他費用等 △       12,282

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △   41,255,648

(E) 前期繰越損益金 1,773,917,050

(F) 追加信託差損益金 531,795,890

(G) 解約差損益金 △  672,123,918

(H) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 1,592,333,374

次期繰越損益金(Ｈ) 1,592,333,374

（注）損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換え

によるものを含みます。

（注）損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額

分をいいます。

（注）損益の状況の中で(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の

際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。

＜お知らせ＞
　該当事項はございません。
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